






































 契口は右端にあり、各竹簡は、上端から第一契口までが二・六セ 第一契口から第二契口までが二十・五センチ、第二契口から第三契口までが二 ・五センチ、第三契口から下 までが二 六センチ。
⑤
 文字は、第一契口から第三契口ま の間に記されており、各簡三十一字前後。総字数三百十 字。内 合文七、重 六。
⑥






















































































































困者を収容し、俸禄が不足していれば請求し、余裕があれば辞退する。謹んで過失を許すのは、楽しみをなすためである。役人に率先してやらせるのは、実情を得るためである。老人 敬い幼児を慈しむのは、仁によるためである。徴税を猶予して貧困者を収容す 親しみを得るためである。俸禄が不足していれば請求し、余裕があれば辞退するというのは、信頼を明らかにするためである。思うに君子が国政に従事するのはこのようである」 。
顔淵が言った、 「君子が国政に従事する点については、
すでにお言葉をうかがいました。 えておうかがい致します。君子が国内で民 教導する場合に、とるべき道はありま か」 。
孔子は言われた、 「有る」 。顔淵、 「あえておうか い致します。どのようなもの
でしょうか」 。
孔子は言われた、 「吾が身を修めて率先 れば、民は



























 豫絞……聯合讀書會に従い、 「豫絞」と読み、賦税の免除の意に取る。なお、黄人二・趙思木 、 「豫絞」と認定した上で、 「逸労 読み 労働者を休息 せることとする。
④






























（ 『論語』先進篇）② 孔子曰、 「賢哉回也 一簞食、一瓢飲、在陋巷、人不堪其憂、回也不改其樂」 。 （孔子曰く 「賢なるかな回や。一簞食、一瓢飲にして、陋巷に在り 人其の憂いに堪えざるも や其の楽 みを改めず」 。 ） （ 『史記』仲尼弟子列伝）
③
 孔子謂顏回曰、 「回 來。家貧、居卑、胡不仕乎」 。顏回對曰、 「不愿仕。回有郭外之田五十畝 足以給飦粥。郭内之田十畝、足以為絲麻。鼓琴足以自娛、所學夫之道者、足以自樂也。回不愿仕」 。 （孔子顔回に謂いて曰く、 「回、来たれ。家貧しく、卑しきに居る。
胡なん
ぞ





郭内の田十畝、以て絲麻を為るに る 鼓琴以て自ら娛しむに足り、夫子に学ぶ所の道は 以て自ら楽しむに足るなり。回は仕う を願わず」 。 ） （ 『荘子』襄王篇）
④
 顔淵問於孔子曰、 「淵願貧如富、賤如貴、無勇而威、與士交通、終身無患難、亦且可乎」 。孔子 善哉回
也。夫貧而如富、其知足而無欲也。賤而如貴、其譲而有禮 無勇 威、其恭敬而不失於人也。終身無患難、其擇言而出之也。若回者、其至乎。雖上古聖人、亦如此而已」 。 （顔淵孔子に問いて曰く、 「淵願わくは貧にして富み、賤にして貴く、勇無くして威あり、士と交通して、終身患難 きも、亦た且つ可ならんか」 。孔子曰く、 「善きかな回や。夫れ貧しくして富むが如きは、其れ足るを知りて欲無きなり。賤にして貴きが如きは、其れ譲りて礼有るなり。勇 くして威あるは、其れ恭敬にして人 失わざるなり 終身患難無きは、其れ言を択びて之を出だすなり。 の若きはれ至れるかな。上古の聖人と雖も 亦た此くの如きのみ」 。 ） （ 『韓詩外伝』巻十）
⑤


































寡なし。多く て きを闕き、慎みて其の余を行えば、則ち悔寡なし。言に尤寡なく 行に悔寡なければ、禄其の中に在り」 。 ） （ 『論語』為政篇）
②
 子曰、 「君子謀道不謀食 耕也 餒在 中矣。學也、祿在其中矣。 憂 憂貧 曰く、 「君子は道を謀りて食を謀らず。耕して餒
うえ
其の中に在り。学びて
禄其の中に在り。 君子は道を憂えて貧し 憂えず」 。 ）（ 『論語』衛霊公篇）
③
 公曰、 「祿不可後乎」 。子曰、 「食為味、味為氣、氣為
（ 47 ）
志、發志為言、發言定名、名以出信、信載義而行之、祿不可後也」 。 （公曰く、 「禄は
後のち
にすべからざるか」 。
子曰く、 「食は味を為り、味は気を為り、気は志を為る。志を発して言を り 言を発して名を定む。名は以て信を出し 信は義を載
おこな
いて之を行う。禄は後にす
べからざるなり」 。 ） （ 『大戴礼記』四代篇）
④






む。 ） （ 『大戴礼記』盛徳篇）
『論語』の中で、俸禄を求める方法について質問したのは、資料①に見えるように、孔子の弟子の子張であった。孔子はそのような露骨な姿勢をたしなめているが、俸禄を求めること自体を否定しているわけではな 。資料③④に見えるように、儒家系の伝世文献でも、俸禄重要性は明確に説かれている。資料③では、その直前部分で、孔子が、 「職は功績あ
る者に念を入れて手厚くする」と説いたのに対して 哀公が、 「禄は後にすべきで ないのか」と問う。これに答えて孔子は、 「名 信を出し、信は義を行うためのも
のだから、禄は後にすべきではない」とする。また資料④でも、長幼の序、君臣の義が失われれば、有徳者も官職を失い、功労者も賞禄を失い、爵禄を失えば、士卒はそれを怨んで仕事を怠り 兵は弱体化して用をなさなくなる、と説かれている。
そして同様に、 『顔淵問於孔子』においても、孔子は、
俸禄が不足していれば請求し、余裕があれば辞退するというのが、信頼を示す方法 と説いている。必ずしも文言が一致しているというわけ はないが、これら 資料は、儒家において爵禄が人間の信義の裏付けになるもとして重視されていたこ して るであろう。そして、儒家自身は、そうした裏付けのもとに政治活動を推進しようとしていたのである。
儒家集団は、決して純粋な学術研究集団だったのでは









 仲弓為季氏宰、問政。子曰、 「先有司、赦小過、舉賢才」 。 （仲弓
  季氏の宰と為り、政を問う。子曰く、 「有
司を先にし、小過を赦し、賢才を挙げよ」 。 ） （ 『論語』子路篇）
・
 老老慈幼、 有司 舉賢才、 過赦罪。 （老を
老うやま
い幼
を慈しみ、有司を先にし、賢才を挙げ、過ちを宥し罪を赦せ。 ） （上博楚簡『仲弓』 ）
②修身以先、則民莫不從矣・
 欲政之速行也者、莫若以身先之也。欲民之速服也者、莫若以道御之也。 （政の速やかに行われんこと 欲する者は、身を以て之に先んずるに若くは莫きなり。民
の速やかに服することを欲する者は、道を以て之を御するに若くは莫きなり。 ） （ 『大戴礼記』子張問入官篇）
③前以博愛、則民莫遺親矣。・
 先之以博愛、而民莫遺其親。陳之於德義、而民興行。先之以敬讓、而民不爭。導之以禮樂、而民和睦。示之以好惡、而民知禁。 （之に先んずるに博愛を以て れば、而ち民其の親を遺る こと莫し。之 陳ぶるに徳義を以てすれば、而ち民興り行う 之 先んずるに敬譲を以てすれば、而ち 争わず。 を導びくに礼楽を以てすれば、而ち民和睦す。之に示すに好悪を てすれば、而ち民禁を知る。 ） （ 『孝経』三才章）
・









しむる 遺るるなり。愛せざれば親しまず 敬せざれば正 からず。愛と敬とは 其れ政の本か」 。 ） （ 『礼記』哀公問篇）
・










  孫心有り。 ） （ 『礼記』緇衣篇）
④導之以儉、則民知足矣。・
 九曰以度教節、則民知足。 （九 曰く度を以て節 教うれば、則ち民足るを知る。 ） （ 『周礼』地官司徒・大司徒）
⑤前之以讓、則民不爭矣。・






















み、誇誕なれば則ち虚し。故に君子は務めて其の内を脩めて、之を外に譲る。務めて徳を身に積みて、之に処するに遵道を以てす。是くの如くんば、則ち貴名の起ること日月の如く、天下の之に応ずること雷霆の如し。故に曰く、君子は隠るるも而して顕われ、微なるも而して明かに、辞譲するも而して勝つと ） （ 『荀子』儒效篇）
⑦俑（庸）言之信、俑（庸）行之敬・
 庸言之信、庸行之謹 （庸言之れ信にし、庸行之れ謹む。 ） （ 『周易』乾・文言伝）
・




































朝時代の顔回像」 （ 『新しい漢字漢文教育』第二十六号、一九九八年） 、 山際明利「宋儒の「屢空」説」 （北海道中国哲学会『中国哲学』第二十七号、 一九九八年） 、 柴田篤「 「顔子没而聖学亡」の意味するもの」 （ 『日本中国学会報』 第五十一集、 一九九一年）参照。
【附記】本研究は、平成二十一年度～二十五年度、日本学術振興
会科学研究費基盤研究Ｂ「戦国楚簡と先秦思想史に関する総合的研究」 （研究代表者、湯浅邦弘 による研究成果の一部である。また本稿は、二〇一一年十一月二十七日、台湾大学で開催された「出土文獻研究方法國際學術研討會 おいて口頭発表した 「上博楚簡 『顔淵問於孔子』 與儒家系統文獻形成 」をもとに、加筆修訂を加えて定稿としたものである。
（ 53 ）
